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第2飾シンガポー/レ(晶gaJXll'll)

太田浩・糊由紀

L 単儲度、成績開醐度等に対する政府の規定・認記評価指動

(1)国全体の高等教育市民の概要

シンガポーノレの高等教育機関は学出受与権のある大学とディプロマを提倹する非大学型高

等教育機関(事鮮闘の大きく 2つに分けられる。大学は 3つの血血四国lSUJ泊四酌

(国立大学法人〕と私立大学がある。 A畑回目坦Univer嘘Fはシンガポール国立大学側us)、

南洋工科大学⑪nu)、シンガポール経営大学(SMU)の3校、私立大学は広間年に組編建設

育機関であったシンガポール経営塙涜@凹・飴頼回eJns出血<iManager四割。が大学に昇格

した SIM大学(UniSIM)と外国の大学の分校が8校ある(表1参照j。また、シンガポール

の大学と連携してそのキャンパス内で教育研究プログラム(主として大学院課程〉を提供し

ている海外の大学がU校ある(表2参冊。笈朋年における血血四回sUJ皿R盟副田である3

校への進学率はお%であった側面句10f凪四国1，2(則。高等教育の大衆伽漣む中、シン

ガポール破府はID15年までに進学率をま悦に引き上げることを目標にしている。

表1シンガポーJJ，f二分根を設置している海外の大浮
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表2シンガポールの大学肉に附置されている海外の大学
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シンガポールのもう一種の高等教育機関であるディプロマを提供する国立の非大学型高等

教育機関(専修担調却には 5校のポリテクニックと 2校の芸術分野の専門学校がある。ポリ

テクニックの就学年数は 3年間で、エンジニアリング、商業、会計学、観光、ホスピタリテ

イ・マネージメント、情報通信、デジタルメディア、バイオテクノロジー、マリンエンジニ

アリング、航海学、看護学などのコースがある。ポリテクニック卒業後、大学への編入学が

可能となっている。

この他に、シンガポールには高度な醐議情を担うJnstih.邸ri'll:dmial凪醐皿住揃系

高等専門学校て以下ITE)がある。lTEでは技術系の資格を提供する。

(2)単位市使、成績評{醐度等に関する規定、認証システム等岬腰

これまで、シンガポールでは国のレベルで大学の制度を標準化せず、各大学の持つ質保証

のシステムを基に運営されてきた。教学面の評価システムとして、 NUSとNrUには

Univm勾白血由胞団凪盟加lIUR向(教育政策委員会)と I抽世甜"Aademic Aud誌

α:mn世臨(学術濫査委員会)、錨IDにはAffi血m:A他国α:mn世臨(学霧委員会)がある
抽副l.Yri凪四回，笈肪¥p.27)。

しかし、笈問年にQ周助A回四四Fnurework伽U四四園田り骨質保証嗣周が導入さ

れ、 3年毎にシンガポールの3大学的us， NrU，油田の自己開匝報告書の審査をする外部

評価制度が始まった。また、笈肪年にはNUSとNlUが法人化さ払設立当時より大学法人

払胃鉱毒営方王むとして運営されてきた価証Uを含めた3大学を、グローノ勺L化に対応すべく

大学の棚Eの多様化と競争力の推進を目指して、 A畑町田田Uni四国胞として発展させてい

くこととなった。これに伴い、財政の大半が固からの資金によって支えられているこれら 3

大学のアカウンタビリティーを保証するための制度が導入され、下記の 3項目に関して各大

学は教育省と難世結び、要件を満たすことを求められるようになった。

- 政策協定:教育省が定めた大学セクター全般の戦略的方向性

. 目標協定:各犬判犠走する目標計画

・質保証の構造.自己割E報告書とその外部漕査

このような大学の法人化に伴って設定されたアカウンタピリティーに関する保菌剤j度は、そ

れまでに大学が独自に設立した質保証のシステムを基に、国が大学の自己開面を査定する第

三者評価制度を取り入れることにより、評価システムの向上を図ったものだと言える。

Z 大学の単位市使、成績評価値、単位互換節度に関する事跡酢

シンガポールの 4大学の中から、研現翠掛合大学であるシンガポーノレ国立大学(以下NUゆと

南洋工科大学〈以下NTU)の三つの事例を紹介する。前項にも述べたが、シンガポールは大学

の教育制度を政府レベルで標準化せず、大学の自治を尊重し、その上で政府が管理監督するとい

う仕組みを取っているため、三つの大学の教育制度を封殺しながら事例を見ていくこととする。
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(1)大学の概要

NUSとNl'Uはシンガポールの研安型総合大学として、学士、修士(コースワーク型とリ

サ)チ型の二つのコース有)、博士課程のプログラム、また、いくつカミのディプロマ・コース

を長量供している。

14学部(内3学部位大明涜のみ)を持つNUSには、 2む盟人の学部生、 7，f'flO人の大判完

生が学んでいる。留学生は全学生数の 35%(学部民173名、大学院4;491名、交換留学生

1，424名)を占める。また、学生にグローノ号ノレな教育経験を提供するために、 4カ国(中園、

インド、スウェーデン、米国に 7つの海外キャンパスを持っている。また、パートす」大

学との協力関係、を推進するため、 b阻 natioruu副 atioosαbが設置され、国際教育交流プロ

グラム(送出し・受入れ)の運営を行っている。

一方、 N町は4学部と2つの大学{寸属の自治教育機関、 NatiaaJJnstitl鵬d凪四回(シ

ンガポールポ住ーの教員養成機関)とSR司油田nScboolafJJ畑田町叫釦d回り品帯訟に、

2乱似3人の学部往‘ 10~ω6人の大消涜生が学んでいる。留学生は全学生数の 25% (学部4，必昌

名、大学院a定型5名)を占める。またNIUには、国際教育交流を推進するオフィスが3つあ
り、それぞれ具なる役割を担っている。 E畑盟国叫醐atirnsαbでは、様々な国際教育交

流プログラム佳出し・受入れ)の運営を行い、GIObalJrr盟国語皿日甲阻価回は数ある国

際教育交流プログラムの中で NIUの学部生を対象とした海外留学プログラムであるGkX姐

Imr田園:nPr湾問m (送出し)を運営している。 h国四出国18加命誌白畑l古学生部に属し、

Nl'U1こ在籍する留学生〈の支援を行っている。表3に各大学のプロフィールをまとめた。

表3.Ns， NI¥Jのプロフィール

シンガオド川重立大学創mT 南洋工科大学的ru)

学割激 14学部 4学部
十2つの大学付属自荘議育樟閥

.N誕icnalh曲血d凪 n血 1敏員
養劇錨望書

• SR噂血阻幽凶dlimnatizd
stud田(大朝湯

学生数
学部生 23，822 盟加43

大明境生 71IlO 1Q，a話

合骨十 31，492 樹園自

留学生数
学部生 民1沼 4岨5
大明境生 4;41担 3;古15

受換留学生 1，424 データなし

合計 11，(l翌日 E羽田

全学生数に占める署員恰 ま舟も 問も

国間場情関係i;t"フィス • h世盟国E凶R温atimsO位" • h直盟国首叫政当atimsO位"
. Gli叫Enm且幽kR申血αb
• h直盟国首叫釦.UiI1tC.室温室

学有曙はNUSでは2学期制をとっており、第1学期は8月から n月、第2学湖は1月か
ら5月である。各学期は 17週間で、そのうち授業は 13週間となっているo 第2学期終了後

の榊陵中の間に、オプショナルな2つの特努吟明がある。 NIUも学士課程と修f謀程(コー

スワ}ク割はNUSの学年暦と同じであるが、修士課程(コースワーク却の中には3学期
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制を取っているプログラムもある俵 4参冊。このうち、英語で提供されているプログラム

は 7月、中国語で提供されているプログラムは 3月に学年暦が始まる。また、修士課程(リ

サーチ却の学年暦は2学期制を取っており、第1学期は8月から 1月、第2学期は1月か

ら8月で、各学期泊清白期と後期に二分されている(表5参照)。

表4田町Uの3学期制lの修士課程(コースワーク型)のプログラムの学年暦c!mー制。
プログラム名 学年暦

班弘 1学期 :7月 ?:l 日~1O月 24 日

2学湖:11月2日-2月:!)日
3学期 :3月 1 日~5月 m 日
俗学湖の授業期聞は13週間

MSc.加盟百alEngiaair理主 1寺吻 :7月 ?:l 日~1O月担日

2寺湖:11月2日へ丑月 ?:l日
8学期:3月1日内6月m日

8.R噂盟由18m魁DIcfhhdtmal晶lIiia 1学甥 7月 ?:l 日 ~10月但日

. MSC.色hi血 dm旭耐国白域Eimaゆ 2学湖 :11月白日-2月 ?:l日

. MSC.血血且zlIIXlai 3学甥 3月8日へ唱月5日

. MSC.伽平副劇 俗学期の授業期間は四週間

- MSC.仏血釦Jd同
日甲司皿hα宣-~勧討掴nl 1学期 :3月 9 日~5月 29 日
. MSC.WTm申 ;.IE耳目z剖 2学期 :6月 8 日~8月 m 日

-Ma串ヨ，cfPuHicAdn宜主駐圃in 3学期 :10月 2 日~1月 6 日

表5.NI¥Jの修士隈程(リ十ーチ型)の学年層
第1学期 8月 10 日 ~1月 10 日

前期 8月 10 日 ~9月初日

後期 10月 1 日 ~1月 10 日

第2学期 1月 U 日~8月 m 日

前期 1月 U 日~3月 31 日

後期 4月 1 日~8月 m 日

(2)単位情岐に関する規定並びに質を保証する活動の概要

・課程年数と卒業単位数と科目内容
¢浄土課程

学士課程の年数はNUS， NrU共に3年間と 4年聞がある。 NUSは3年課程を学士号、 4年課程; 

を名誉学士士号としている。工学部と音楽部ほ名誉学士7号のみを提供している。一方、 NTUは3年課

程で学士号が取得できるのは商学伽血盟)と会計学ωantr畑町)のみであり、他の学部は全
て4年課程となっている。

学位取得に必要な単位数は、 NUSは3年課程の学士号で1ID単位以上‘ 4年課程の名誉学士号で

1ω単位以上としている。一方、 NTUは3年課程の学士号は 1C陪鞠也L上、その他の学士号は 144

~146単位以上となっている。また、工学系の場合は 1回~155単位以上となっている。

学士課程のカpキュラムは、 NUS、NrU共に一般教育科目、専門教脊科目、自由選択科回
収h鷲間仕討域周粧品問)からなる。

表 6と表 7は NUSとNTUの 3、4年の学士課程カリキュラムの内容を此殺したものである。

NUSは大学レベルで卒業単位数や基本的科目の単位数を定めている詩人 NTUは大学レベルでの規

定を設けず、学部・学科において定めているようである。
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表6.N.S， NIUの3年の学士額程のカリキュラム

NUS NlU 
苫予留日湾問醐 告抑留R湾問問
(BOdO:時 取容田除却血E阻包

MC*s 組戸、

G宙望盟副FA1言明暗m

除却血盟主宮北

8 αE 9 

4 日田誠寓iEle:駒田 6 
8 
m EllitJ:創 m 

M前
融専血回国立

12-16 αE 73 

ω72 日田誠班iEle:駒田 。
官-88 EllitJ:魁 73 

16-28 UU間企与企dJila:垣珊濁 m 

1ID 
Mir世田m瓜Jsl'E糟企ed

1a 
量1I'g，品2剖缶四

表7 阻.5， NIUの4年の学士課程のカリキュラム

NUS NlU 
4")1盟国r 4予...P.r湾問ms

政事国 @日d曙曲回rZ田羽血 取事国 Art，DI喝罪
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Bio-
除却血盟国也 島理虚盟国也 &Media Hmd 自宅IIIB国軍事

MCs AUs AUs AUs 
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G置四ru
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15 15 15 
S加盛田 EIeC姐闇
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sub1xtal ~ EllitJ:制 'z7 21 'z7 

R喝 Z国且 M蜘
除却血盟国It 島理虚E田It
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②修士調室

修士課程はリサーチ型とコースワーク型の 2つのコースがある。リザ)チ型修士課程の卒業要

件は、 NUSでは2叶専門科目(ト24単曲、卒業演習仇d 凶〉、修士論文@万語)の提出

となっている。また、最低6ヶ月はシンガポーノレで大学に在籍し、最長で3年以内に修士課程を

修了しなければならな川一方、 NIUでは3専門科目@単位j、修士論文の提出、その他獄濯ごと

の必要簿項があるロ最短で1年間、最長で3年間、通常2年間泊功喝。

コースワーク型修士課程はNUSにおいては、基本的に40単位で1年問、または11)単位で2年

間となっている。入学時にそれまでの学問知識の背景が同種の学生で構成されるプログラムは 1

年間の修士課程、入学時にそれまでの学問知識の背景が異なる学生で構成されるプログラムは 2

年間の修士課程と定義されている。 1年間、 2年間のコースともに、全単位数のうち、原則，償問

番台の専門科目、もしくは専門分野に関車した科目を 00 単位bLI::~富縛しなければならな川残っ

た単位数は専門分野外の科目を履修ずることも可能である。また、最大で16単位分をコースワー

クのイ対つりに、修士論文、またはプロジェクトで代替することも可能である。一方、 NIUでは00

単位で1年間のプログラムが多い。コースワークだけのものと、 00単位のうち6単位の修士論文

を含むものがあるロ

コースワーク型修士課程のプログラムの中で、 MBAや公共政策に関するプログラムはNUS，

NIUともに上記の規定に当てはまらなし可項向がある。これらのプログラムは課程年数が長く、か

っ単位数が多い。また、プログラムの一昔日を海外の提携大学で学ぶ場合は、単位数が増える傾向

にある。

• 1科目の単位数

1科目の単位激は学士・修士課程ともにNUSでは基本的に4単位で、 NIUでは3単位である。

ラボなどの実習科目は単位蜘ゆな川頃向にあり、 NUSでは2単位、 NIUでは 1単位である。

また、学士課程の卒業論文やプロジェクト、またインターンシップは樹立蜘宮御頓向にあり、

NUSでは骨~12単位、 NIUでは 10単位となっている。

- 単位の換算方法

NUSとNIUでは使っている単位の表記も単位の換算方法も異なる(表 8参照)0NUSでは

M油血rα凶祉制。という単位表記を使い、 NIUではA回出血Ur北仏IJ)という単位表記を使っ
ている。 NUSでは 1MCのワークロードを週に2.5時間として算出する。ワークロードには講義、

チュートリアル、ラボなどの授業内時間だけでなく、宿題、個人・グループによる自学自習時間

も含まれる。 1学期の授業期聞が 13週間とすると、 1学期間の1MCのワークロードは辺五時間

という事になる。

一方、 NIUは学士課程の 1AUのワークロードの算出に、次の基準を設けている。ワークロー

ドの算出に回受業内時間(田由説Inrr)だけでなく、自学自習時間も考慮されるということであ

るが、それに関する具体的な時間配分については明記されていなしL

1. 1AU己1週間につき1時間の講義・チュートリアル

2. 1AU=1週間につき3時間のラボ・フィールドワーク
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また、 NIUの修士議曜の場合、 1AUのワークロードは13時間の授業内時間告輔らチュートリ

アル、ラボ等の教員との回虫Kthour)と定義されている。

表8.N.Eと町Uの単位と単位換算方法

NUS NIU 
単位 Moc孟企"，Q盟也 A四』泊、Unit

ワークロードの 学士・修士課程 学士課程:授業内時間+自学自習時間

定義 授業内時間+自学自習時間 修士課程:授業内時間

ワ クロ ドの 学士・修士課程 学士課程

時間数 • 1MC=1週間につき2.5時間 • 1瓜J己1週間につき 1時間の講義・チ
ュートリアル

• 1瓜J司週間につき3時間のラボ・プ
ィーノレドワーク

- 自学自習時間の時間配分については

明記なし。

修土課程

• 1瓜]=1週間につき 1時間の教員との

回世叫hoor儒構~チュートリア
ル、ラボ等)

- 単位の表記

NUS， NIUとも履修登録関係のワェブサイト上で科目の情報が検索できる。証識されている

科目に関する情報はコースナンバー、タイトル、内容、単位数などである。

NUSはさらに各科目的usではモジュールという用語を使っている)のワークロードの詳細
も載せている。ワークロードは、 5つの学習コンポーネント(表 9)の時間数で示されている。

例えば、 4取伎の科同のM拍車W羽詰誠依，B心D-I車の項伺iどなH1Eト1.5-5"と呂つの敬字がす?ん

でいるとすると、これらの数字は各コンポーネントのワークロードとして 1週間に費やす時間

数を示している。講義に2時間、チュートリアルに1時間、ラボにa分、宿題等に1時間半、
講義等の準備に5時間、従って4単位の科目の1週間のワークロードは10時間ということにな

る。

表E闘におけるモジュール網目)のワークロードの5つのコンポーネント
. .' R開明間世誕

A No.cfu組盟加国 Adllal田血d;}四国Rヨrw官主

B No.cf'It取垣d加町宮 Adllal四血d;hrursperw官主

C No.cfl 国国 Adllal田血d;hrurs]lEヨrw官主

D No.cf岡田量lrpr惇喝 官首S団鵬首o掴gnmalts，ir法相由11;風Jdies，
aai伊llHltS，fie1d¥1¥四:k，etI: 量d品問:k，and otherlbnns afo:盟国皿lS

臨措置盟副也at岨也ibuatowards世E金Jal.grade
d世len凶血

E No.cfho.皿bpz司組曲zy τE由耳金田旬世leIRill叡宜cfh凪田a風油羽田
W世k 団事訓ed旬司Je!ld田ch~抱kinpr可悶X事伽

l回虫皿車andu取z副&

NUS， NIU共に、全ての科目に科目ナンバーをつけている。科目ナンバーは学科を示す 2~3

ヌ淳司りアルファベットとレベルを示す勢住戸で構成されている。学士課程においてNUSは1αxr--
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4問、 NIUは文斜系の科目は3桁、理工系の科目は4桁で、 1αmαXT--4OO'4(聞を使っている。

犬相克課程の科目はNUSでは国政〉イ悶泊、 N町ではコースワーク型修士詩碑の科目は00Xl番

台、修士課程(リサーチ)の科目には質問番台が主に使われている。

(3)成績評価制度に関する概要

臓耕価に関して、 NUSで財目対評価と経刻評価の双方、NlUでほ絶対評価に基づいて

行っている。 NUSでは科目のレベル同芯じて、相除酔価と絶劇評価を使い分けており、基本

的にはクラスサイズの小さい、高いレベルの科目では絶対評価、クラスサイズの大きい、低

いレベルの科目では相対評価により、学生の学習成果を割面している。また、最終成績の評

点、は、アカデミックの分野の違いを考慮し、グレードのモデレーシヨン匂aden町並団四〉

を条件としている。さらに、評点(レターグレード)の配分も成瀬開面者の判断により、柔

軟に適用されている。一方、絶対評価を基準にしているNlUでは、教員は各科目における学

習目標伊臆却を設定し、学生の学習成果を開面している。

また、NUS， N町共にG臥(Grade抽山間岡市肢を導入しており、履修・成績に騎す

るワェブサイトで、その制度について学生向けに説明している。 G阻制度では、 5つのレタ

ーグレード(A， B， C， D， F)に+・ーを加えて U段階で評価し、各レターグレードはグレ

ードポイントの数値と対応している(表 1ω。NlUでは、評点(レターグレード)は、 1∞
を満点とする成績素点の範囲(レン坊によって決められているが、その素点の範囲と評点

(レターグレ}ド)がどのように対応しているかゆ塀裁については公開されていな川

表10.成績評点
1， 白時F劃
A+ 5.0 
A 5.0 
ん 45 
B+- 4.0 

B 35 
B 3.0 

c+ 25 

C 20 
Dt- 15 
D 1.0 

F 。。

成績評価の提出に関しては、 NUSでは試験期間の最終日から 10-12日以内に教負はそ

の提出が求められる。NlUでは試験期間の最終日から 1週間程で教員が学部長窒に挽有表

(開匝却を提出し、その 1週間後に学部長室から本部の OJIIErf Aadena 8e!'I四(学務

部)に最終的な成績評価均漆制される。
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(4)学生交務錦繍における単位互換錆i肢に際する規定並びに質を保証する活動の概要

e 単位認定瀬川に際Fる規定
NUS， NrU共に、点三挙レベルで臼メ単において修得しなければならない最榔伽単位数

を規定している{友11・12動冊。その規定を満たしていれば、他太学明彦縛した単伎を

学位取得(ホ捕に必婆な樹立として算入することが認められている。但し、他大学でイ鋭号

した科目の許点i立、弘樹F械に愛換され、 GPA及びゃ!立の等級iこは反耳炎されなIt¥

学士霊能程

表11.糊の自大学で樹事すべき最低単位数に罰する規定

e 判官取得に必要な持主役護立の(同 50%以よ、もしくは (b)!D 1単位以上を

NUSで修得しなければならない。これらの判例ま評点{レターグレートウ
のある科目で、評点を受けた単佼依輔副凶の科目wド可〉でなければなら
ない。

@専門課程の関位数の切%以上が評点{レターグレ}めを受け、累積'fi勾
評価点 {α盟品説鴨血躍泊串eR童話語CA王寺の計算iこ人ってい必ければならな
It '0専門事車総の単位数の残りの 40%は他の高等教脊機関から編入した単
位、またはおぼE補の科目の桝位明修得寸ることも可能である。

.. iii'照散がある場合には、 iii'周攻の必.oJ¥!;殻低単位数臨時針却のうち路戦位
以とが評点(レターグレートウを受け、累積平均耕嵐長 (Q銅の劃閣に入

っていなければならなしL残ザの島戦闘幼駄の高等教軍事機関から編入した単

位、またはPaa'F温の科目の樹立て対修得寸ることも可能である。

修士課程 @ 学位取得iば硬な単位護誌の間も以上をNUSで修得しなければならないに
(立}スワ れは大学レベルでの規定で、各学部でより厳密な条件を別途定めることが

]夕鶴 できる。)

学上課程

表 12.閣官の自大学で修得，~.. ベき最低単位数Iこ関する規定

@君主料開の学士談終プログラムの場合、少なくとも 2年間休NlUで学業を

修め、評点(レタ}グレートウを受けた科目の単位地り》なくとも部単位あ

ること。

.. 4年間の学士課程プログラムの場合、 少なくとも 3年間は、NlUで学業を

修め、評点(レターグレ}ド〕を受けた科目の'f¥位詩句Pなくとも 77単位あ
ることロ

.. 4年間の学士課題プログラムに2年生からの編入学が認められた者は、少な

くkも2年半の問はNlUで学者量制惨め、評点(レターグレ}ド今を受けた
科闘の単位品辺Pなくともa単位あること。
@上記の規定を満たしている絞り、他の高等教脊機関明彦得した樹立は編入で

きる詩人そこで修得した評点〔レターグレーめは R盟沼姐 lこ袋換され、
GB¥に同算入されなしも

修士課程 e 何鞠'JLまで他大学からの単位の編入ができるかという規定については不

(コースワ 明。単栓編入が認められた科目は学位取得(修了}ぬ必要な準位として認

一夕鶴 められる紋学士議長塁と向機工、 GB止に凶算入されなしも

@ 奈換留学プログラムにおける戦笠互換制度

NUSでは、交換南学プ口グラムそのものはI融問剖取Jal醐a蜘国G飯器佃0)が遺言言して
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いるが、交換額学プログラムで修得した単枕の編入手続きに関しては、各学部の政盟会

棚田(学部長訟の扱いとなっている。各学者iのウェブサイトに交換留学プログラム砂~­

ジがあ哲、学部により情報や内容の私渡に差はあるが、協定校祈願等した単位の編入手続き

に関して説明されている。経営学者s，コンピュータ学部、霊長学部では自学部のカリキュラム
上の科目に相当するパートナー大学の科目をリストにして提供し、単位互換が可能な科目に

ついて、号11穣に示している。

各学部に交換留学ブログラムのコーディネーターとアカデミック・アドバイザー〔徹底b
El;rl盟事自弔問m<sEP)醐歯1蜘醐醐細並耐醐〕がお号、協定校切断専した単位の編

入についての審査を行っている。また、胸躍d幽四地{般教事長)のそジューノレ倒

的に隠する取殺瓶入i立、 G西盟混乱踊描出11:1眠1I姐飯器{一彰撒養委員会)が認定を行って

し、る。

Nruでは単位編1入の手続きに鮒司る詳細な情報i会得られな語、つt=.， ただし、Nruの特徴
としては、外国の犬学で鱗号した科目が、たとえNruで提供されていなし、ものであっても

(相当する科目がなくても〕、自由選択科目として続入することを認めていることである。

その際、科目名蹴暫トの大学制修得した科目名をそのまま表言e-tる。また.ljt紋瓶入の認定に

おいて、一般的に理工学系の学部叩学科は保舟的な傾向が見られるとのこと。これはカリキ

ュラムが厳格に確立しており、必修桝目も多く、隣都~td:学習を袋する潤刺繍によると

ころが大きいようである。

@ ダブMジョイント・ディグリー・プログラムにおける単位認定の規定

NUS、Nru共に、海外の大洋ザピけでなく、学内の学部間も含めて数多くのダブ;'vlジョイ

ント・ディグジ-.プログラムを提供している{表 13)。海外の大学とのダブツ'vlジョイン

ト・ディグリー，プログラムの多くが欧 ~1、豪州、米国の大学と行われているが、 NUS.

Nruともにアジア簡の大学と行われているものもいくつかある。 NUSI土日本とのプログラ

ムが 2つ(学士課程の理学と人文祉会科学)、中固とのブ口グラムが 2つ(修士議継のピジ

ネスと中国語)、韓国・中国とのプログラムが1つ(修士課程のビジネス)ある。

NIUI土中国とのプログラムが2つ(ビジネスと医学)、インドとのプログラムが1つ(工

学)、日本とのプログラムが1つ{ピジネス)ある。 A飯弘N諸国と行われているダブノ'vlジョ

イント・ディグリー・プログラムは今のところなしL

表13. 随JS，相出のダブ';"1ジ聾イント周ヂィグリー鷹プログラムの数
海外 海外 学内

ダブノレ・ディグリ} ジョイント・ディグロ… ダコカレ gディグロ…

NOS NlU NU富 NlU NOS N官1

学士課程 5 1 5 日 g 12 

修士課程 14 5 5 5 4 。

NUSでは、海外の大学とのジョイントlダブル・ディグリー・プログラムにも自大学で{瞬等

ずべき最低単佼数に関する規定が適用される。また、学士課程のダブル・ディグ!Jー・プロ

グラムにおいては、ダブル名誉学士号は 5停で気xl戦[抵L上、名誉学士号と学士号のダカレ

学士号は4年半でl紛糾部凶樹持制位制専の到牛としている。
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(5)考察

シンガポールでは、政府が大学の教育制度ヰ吃t都与安標準化していないため、大学の自治

の下、各大学均貯捕に隠する様々なシステムについて、主として欧米の大学を参考にしな

がら独自に構築している。よって、この報告書においても政府レベルの制限土、ほとんど記

述すべきものがなく、岱むとNI'Uの2大学ι港矧殿告が中心となっている。この2大学ぞ

i土、単位の名税五卒業に必善悪な単位、 1単位に対するワーク口一ドの考え方キ待問踏まなど多く

の点で異なってお号、むしろ共i阜県(学年暦、成鰯平点、 GPA.倒壊うのほうカゆなし九ただ

し、岡大学ともその制度射摘みは理解しやすく、ウェブサイト上でも明解語門丁場に説明

されており、情報公開度は非常に高bL教育の質保証についても、各大学が自主的に取り組

んでいるという印象を受け、政府がどこまで具体的に管理監督を行っているのカヰ対忽援でき

なかった。

設促JとNI'Uはともにアジアにおける有数のグ口一ノ勺レな大学になることを目指し、国際

化施策の一環として国際教育交流安積極的措臨している。アジアの教育ハブを構築する攻

策及明寺来的な移民としての高皮人材の確保を主眼においた留学生政策の下、積緩曲目Jに留学

生の受持もを進めるだけでなく、自校学生の海タト留学の機会を提供するための様々なプログ

ラムを実施している。両大学ともに、多くのジョイントfダブル・ディグリー・プログラムを

外国の著'I'r大学と実施してお層、それが教育の質に舟付司る国際的な開国制等ているとし、う拘

信につながっている。また、この 2:k'宇においては、ジョイント/ダブル・ディグリ-.プロ

グラムや交換留学プログラムを通じて、外閣の大学で樹号した単位を総みCA.teるための耕立

瓦換 a 認定制度の整備~況について、自を見張るものがある。それに関する情報が詳細にわ

たって、ウzブサイト上で公開されている点も特穫すべきである。具術的には、留学先の大

学で取得した単位の算入i示法、言判面の取り扱い、島幸紘互換の防誇から認定まて?のプロセスな

どが、実に明礁に示されており、グット・プラクティスとして、日本をはじめ多くのアジア

の大学にとって参考となるべき事例を提供してし、る。

大手数詩句Pないとはいえ、シンガポールは、政府が数学笛を含めた広範囲な自治を認め、

[，，]時に各大学il~国際教育交流に関わる制度号制旦みの整備を進め、棋に実績をあげている

ことから、どこまで政府が関与すべきか(どこまで大学の裁量権を挺次すべき料という点

について、教育の質保証への対!ぶを含めて、改めて考えさせられる事例である。高等教育の

グローバルイヒが進展する中、入学問叫塞傍や実績の積み重ねから嵐盛な掛脇田ほ数させて

いくというのも一つの手法なのかもしれなしL

最後に、グローノ〈ノL化した免漏出縫祇会への対応を国肢とし、同時に少子高齢化への対応

を求められている都市国家シンガボールの研済活現総合大学では、その国閥的な教育研究交流

の対象国としてはヰ回全、欧州と中国に自が向きがちであるe これは、何もシンガボールに限

ったことではなく、他のアジア諮問でも研発型大学では、知立浦日出をめぐる世締約な大学問

の競争を背長ーとして、大学、教員開発齢、学生の興味・協むは、 勝佐官J匂が強く、留学生

獲得の点からは、中国、インド、ベトナムに集中しがちである。それをアジア諸国全般に誘

導することは決して容易ではな凡よって、外交的な意義、掛合経済1'1<会における地域的統

合と連携した学術交流、間際協力の窓義などを明確に示し、政府間の協力と支援がなければ、

アジアにおける広範な犬苧樹の学生棺瓦交流は難しいのではないかれ、うことを潟惑した。
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